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日本の銀行について

期待できるフィリピンペソとその背景

フィリピンでのキャッシュレス事業

世界のデジタル通貨事情

日本のデジタル通貨事情

EMIアプリの将来性
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銀行取引が益々、厳しくなっています

日本の銀行の現状

預金を下ろしにくかったり…

振込、送金が厳しかったり…

マイナンバーで一元管理…

その他に抱える銀行問題は色々とあります



２ 日本の銀行の現状

銀行の経営危険度ランキング50



３ 期待できるPHP（フィリピンペソ）

高水準の実質GDP成⾧率

フィリピン統計省（PSA）の発表によると
2022年の実質GDP成⾧率は前年比7.6％



４ 期待できるPHP（フィリピンペソ）

海外で働く労働者（Overseas Filippino Workers）

母国へ送る金額がGDPの約10％を占めており、

世界中で得た賃金をフィリピンへ送金している。

国民の10％（10人に1人）が海外で働いており（世界4位）、

フィリピン経済を支える大きな収入源となっている。 外貨からフィリピンペソへ

両替されるため、

価値の下落を下支えしている。

海外投資家によるフィリピンでの資産運用

パンデミック以前は、世界で投資に適した国No1と言われたこともあり、その経済水準に戻りつつある。

不動産投資、事業投資、最近では株式投資も注目を集めている。



５ パンデミックで普及したキャッシュレス事業

キャッシュレス事業の背景

クレジットカードの普及は人口の3％程度

人口の30％程度しか銀行口座を持っていない

スマートフォンの普及率は2人に1人（2台持つ人が多い）

パンデミックの影響で一気に利用者数が拡大、2025年までにキャッシュレス決済比率40％（政府発表）

キャッシュレス事業体と日本との比較（1）

12社あるキャッシュレス事業体

その中でも「G CASH」と「Pay May」が人気



６ フィリピンでのキャッシュレス事業

キャッシュレス事業体と日本との比較（2）

利用可能な場所は約6万3,000件（実店舗とオンラインストア）

登録ユーザー数は6,600万人（2022年8月）

「G CASH」フィリピン最大の電子決済プラットフォーム

 G cash同士で送金できる

 キャッシュアウトができる

 電気代・水道代等の公共料金が支払える

 携帯のプリペイドが購入できる

 借入ができる

 映画の予約など色々と対応している

 キャッシュバック・キャンペーンがあり現金よりお得



７

 ローン金額 125,000PHP

 支払期間 5、9、12、15、18、24ヵ月

 金利 1.59%～6.57％

 手数料 3％

 違約金 100PHPの固定ペナルティ＋

（元本未払い残高の0.15％×延滞日数）



８ デジタル通貨（CBDC）

中央銀行が発行するデジタル通貨（Central Bank Digital Currency）

世界のデジタル通貨事情

アメリカ

デジタルドルの発行に向けた課題の検証をするよう大統領令（2022年3月）

アメリカ、中国、EU、イギリス、ロシア、ウクライナ、インド、

ブラジル、バハマ、東カリブ諸国、ジャマイカナイジェリア・・・

法定通貨そのものをデジタル化したもの

スマートフォンで金融アクセスできるメリットがある

現金（紙幣・貨幣）と同様に、国内のあらゆる決済に使用できることになる

中国

28都市、6200億元（1兆130億円）の取引が街中の飲食店などで実証実験（2022年3月）



９ デジタル通貨（CBDC）

日本のデジタル通貨事情

2026年に導入の可否（日本銀行)

日本銀行のHPから実証実験などの情報を

確認できる（関連する一番古い資料は2017年）



１０ ユニオン・デジタル・バンクとの提携

フィリピン中央銀行からデジタル銀行のライセンスを発行された6行

実店舗でできるサービスをアプリ上で完結できる

①ユニオン・デジタル・バンク

②ウノバンク③ ゴータイム ④トーニック・バンク ⑤マヤ・バンク ⑥海外フィリピン人銀行



① ユニオン・デジタル・バンク

（ユニオン・バンク・オブ・ザ・フィリピンの100％子会社）

 大手財閥アボイティスグループ

 1000万人を超える顧客

 資産規模ではフィリピンの銀行10位
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AGI（アライアンス・グローバル・グループ）
MPI（メトロ・パシフィック・インベストメンツ）
SMC（サン・ミゲル）
AEV（アボイティス・エクイティ・ベンチャーズ）
SM（SMインベストメンツ）
DMC（DMCI）
LTG（LTグループ）
AC（アヤラ）
GTCAP（GTキャピタル）
JGS（JGサミット）



１２

純利益273.1億PHP

総売上2448.5億PHP

企業価値5003.8億PHP



１３ EMIアプリ（ウォレット）の機能

2面性を持つアプリ

フィリピン側と日本側でアプリの機能（性質）が異なる

日本側

投資家向けマルチアプリとして幅広く対応

フィリピン側

先程の「G CASH」をイメージしてください
 G cash同士で送金できる

 キャッシュアウトができる

 電気代・水道代等の公共料金が支払える

 携帯のプリペイドが購入できる

 借入ができる

 映画の予約など色々と対応している

 キャッシュバック・キャンペーンがあり現金よりお得



業務提携：
ユニオン・デジタル・バンク
アボイティスグループ

2022年： 総売上2448.5億PHP
純利益273.1億PHP
企業価値5003.8億PHP

EMI事業
ライセンス企業約12社
キャッシュレス事業への参入

日本国内投資家向けアプリ
・安定運用
・株式の保有
・デポジット型クレジットカード
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SHARE CARD

1年～10年の安定運用を実現
資産管理
EMIアプリ内で完結

１６

BSPから発表される様々な経済指標などを参考に
ユニオンバンクにて利率を決定する
そのため翌年になれば利率が変更される可能性が極めて高い
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メリット
ユニオンバンクの元本確保型
今後、普通口座も持てるようになる



FUTURES CARD

不動産購入・投資
証券口座との連携・株式購入

１７

今後様々な機能が追加できる
フィリピン人への貸付
交通系との連携
など



１８

お申込みをこの場で希望される方は、
このまま残ってください。

希望者様へのご説明は〇〇：〇〇より開始いたします。

お申込みの手続きは、ご案内を含めて15分程で完了します。

今回、お申込みを希望されない方は、
アンケートへのご協力をお願い致します。

ご回答がお済みの方は、ご退出ください。
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